
(土)

21 -1st- 23
27 -2nd- 15
25 -3rd- 14
14 -4th- 21

No. S PTS 3P 2P FT F R A No. S PTS 3P 2P FT F R A

4 ＊ 14 0 7 0 2 6 2 4 ＊ 13 1 5 0 4 4 1

5 0 0 0 0 1 4 0 5 0 0 0 0 0 0 2

6 0 0 0 0 2 1 0 6 2 0 0 2 1 0 1

7 - - - - - - - 7 ＊ 2 0 1 0 2 3 1

8 6 2 0 0 1 1 0 8 ＊ 14 2 4 0 4 5 6

9 9 1 3 0 0 2 2 9 ＊ 6 0 3 0 0 0 2

10 ＊ 6 0 3 0 0 3 1 10 0 0 0 0 0 1 0

11 ＊ 4 0 1 2 1 3 2 11 17 2 3 5 3 3 2

12 - - - - - - - 12 0 0 0 0 0 0 0

13 ＊ 25 0 7 11 2 5 3 13 0 0 0 0 0 0 0

14 ＊ 14 2 3 2 3 0 5 14 0 0 0 0 0 1 0

15 9 0 3 3 0 0 5 15 ＊ 19 0 7 5 4 7 1

0 0

87 5 27 18 12 25 20 73 5 23 12 18 24 16

OT1 OT2 OT1 OT2

14:00 17:31 31:17 35:46 － － － 11:57 18:57 23:35 26:34 34:47 － －

3Q・4Q

*：スターター　　（C)：キャプテン　　PTS：ポイント　　3P：3ポイントシュート　　2P：2ポイントシュート　　FT：フリースロー　　F：ファウル　　R：リバウンド　　A：アシスト

　両者、ハーフコートのマンツーマンでスタート。１Qから両者の点の取り合いとなった。大阪は、＃１３のドライブイン、＃１４のドライブ

イン、ミドルシュートで得点を重ねる。新潟も＃９のミドルシュート、＃１１の３Pなどで得点を重ね、２１－２３で新潟２点リード。

　２Q、大阪は徹底したディフェンスで開始３分間得点を許さない。ディフェンスから流れを作り、＃１５のドライブインなどで得点を伸
ばしてリードする。大阪の徹底したディフェンスに新潟が耐える。＃８のドライブイン、リバウンドシュートなどで食らいつくも、大阪の＃
８が３Pを終盤で２本決める。４８－３８大阪が１０点リードで前半を折り返す。

　３Q、大阪はハーフのマンツーマン、新潟はハーフのゾーンディフェンスでスタート。大阪は、ゾーンディフェンスにも冷静に対応す

る。また、大阪はマンツーマンディフェンスで２Q同様、流れをつかむと、＃１４の３P、＃９の外角のシュートなどで新潟を突き放しに

かかる。新潟は、＃１１のドライブインなどで得点を取ろうとするが、得点は伸びず、７３－５２大阪が１９点リードで３Qを終える。

　４Q、大阪は、＃１３のドライブイン、速攻などで得点を重ねる。新潟は、＃１５のリバウンドシュート、フリースローなどで応戦する。し
かし、点数は届かず１４点差で大阪が一回戦を制した。

記載責任者 寺内　政治郎 （所属） 岐阜県バスケットボール協会

TOTAL TOTAL

Timeout

（経過時間）

1Q・2Q 3Q・4Q Timeout

（経過時間）

1Q・2Q

Coach 細川　秀子 Coach 宇治　繁夫

角畑　莉子 加藤　千夏

西村　千恵 高野　真唯子

松元　裕依子 石川　瑞

武村　栞 小林　真里奈

村上　裕愛 佐藤　歩

中藤　麻佐美 宮原　綾

薮田　早紀 岡崎　良子

井上　加奈子 赤澤　里佳

TEAM A 大阪 TEAM B

加藤　日香理 高橋　貴美子

小泉　里紗 中澤　加奈子

三宅　瞳 林　実和子

新潟

選手名 選手名

森　文香(C) 渡辺　瞳(C)

● Team B

87 73

Team A ○

大阪 新潟

2012年9月29日 主審：

開始時間： 13:30 副審：

成年女子1回戦

安藤　志織

福岡　敏徳

開催場所： 久々野体育館

東日本大震災復興支援

第６７回国民体育大会　バスケットボール競技

MATCH No. 29G3

試合区分：

開催期日：
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大阪 新潟 
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